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学校重点目標 ：   自分から行動 「わくわく」を共に創り出 
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           松尾 芭蕉（まつおばしょう） 

～はじめてであう俳句の本～  あすなろ書房 

一年の成長が見えました。 
２月７日（土）の自由参観日はたくさんの皆様にご来校いただき、ありがとうございました。学校

では、一人一台タブレット端末の活用が浸透し、子供たちはインタビューをしたり、本やタブレット

を使ったりしながら、それぞれ探求学習（調べ学習）を進めてきました。参観当日は各学級、クラス

の友達、保護者の皆様の前で緊張しながらプレゼンテーションを行い、お子様の姿から成長を感じて

いただけたのではないでしょうか。どの子も、授業の限られた時間の中でタブレットを使いこなし、

自分でセリフを考え、自分自身で見通しをもち、計画を立てながら、当日の発表まで進めてきたこと

もたいへん価値あることだと思います。子供たちの柔軟性と可能性を感じた一日でした。 

今後も国語や算数、全ての教科において、一人一人の主体性を求める学習が進んでいきます。だか

らこそ、基本の学びを大切にしていきたいものです。学校の授業だけではなく、家庭での学習が重な

っていくことで確実に力がついていきます。お子様と一緒に宿題を確認したり、勉強のことを話題に

したりしていただけるとありがたいです。小学校６年間はあっという間に過ぎていきます。今、基本

を身に着けることが必ず中学校で生きてきます。ぜひ、授業（学習）のことを話題にしてください。 

 

 

 

 

学校応援団の皆様ありがとうございます。 
前年度からの継続で、今年度も一年を通して学校応援団に支えていただいております。子供たち

は、毎日の掃除に意欲的に取り組んでいますが、人数が少ないため、学校の隅々まできれいにするこ

とは大変なことです。応援団の方は、基本的に昼の掃除時間に子供たちと一緒にトイレ掃除をしてく

ださっています。暑い日も、そして冷たい日にも、いつも笑顔いっぱいで来校してくださり、子供た

ちの手が届かないところをピカピカに磨いてくださっています。本当にありがとうございます。掃除

中には、子供たちに声をかけていただき、子供たちは地域の方とのふれあいを楽しみながら掃除をし

ています。学校応援団は、できるときに、できるだけ、無理のないように、ご都合に合わせてお力を

貸していただければと思います。今年度、227人（延べ人数）の皆様にお力添えをいただきました。

学校応援団は随時募集しております。学校(639-0224)までご連絡ください。 
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